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長期入院中の学童に対する学習への援助について
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　　　　加瀬　二極　高橋（千）
1．はじめに
　小児が長期入院により、限られた環境の中で生活す
ることは、あらゆる面で患児及び保護者に大きな不安
をもたらす。学童の成長・発達の一つとして学習が挙
げられる。しかし当病院では学習教室がなく、医療従
事者も学童の学習に対し、ほとんど関わりを持てずに
いることが現状にある。そのため私たちは、学習に対
する援助を考える必要性を感じ入院生活の中に学習を
取り入れることに目を向けた。患児にとっては、学習
習慣を失うことなく維持していくことができるような
働きかけが必要なのではないだろうか。また、患児自
身が学習を行うことにより単調になりがちな入院生活
に変化をつけることができるのではないかと感じた。
　以上のことより、今回の研究を通し、患児が積極的
に学習に取り組むために医療従事者がどのように関わ
ることが大切か考察したのでここに報告する。
2．事例紹介
　患者名：【＝］　12歳女児
　疾患名：急性リンパ性白血病
齢闘鞭：棚團＝輩離1掴
　患児の状況：中学校入学2週間後、突然長期入院を
強いられ、実質通学したのは数日間であった。研究期
間中は早期強化療法8～14週目にあたり、時折、嘔気
嘔吐、気分不快などが出現した。
3．看護の展開
　1）看護目標
　自ら学習への意欲が持て入院生活の中に学習を取り
入れることができる。
　2）医療従事者の目標
　学習援助に関心を持ち、本人の自主性を尊重し援助
　できる。
　3）情報収集、分析、問題抽出
　まず、■ちゃんの入院生活や会話の中で、学習上の
問題を引き出すことにした。国ちゃんは、入院前家庭
ではテストのための勉強程度で、それ以外は自己学習
もせず塾へも通ってはいなかった。入院後も学習が遅
れてしまうのではないかという不安はあるが、病院で
はやる気が起きない、と話す。
　1日の大半はテレビを見たり、ゲームをしているこ
とが多く学習している姿は見られない。同室児は小学
校2年生、中学校2年生の女子だがその児達も同様で
あった。そのような姿を見かけても、私達は特に問題
回することなく、接していることが多かった。教科書、
ドリルは各課目持参してきていたが、母親は、　「入院
中は、治療をまず優先したい。病状、体調に応じ少し
ずつ学習できればよく、強制はしたくない。」という考
えであった。学校側は、復学時は最良の環境を整えた
いとの考えだったが、具体的な対策は提供されていな
い。担任も面会希望はあるが、□ちゃんが脱毛を気に
しているので面会は行われていなかった。
　以上の情報により、圃ちゃんは漠然とした学習に対
しての不安を抱いている事がわかった。そして、入院
生活が不規則で治療の苦痛も伴い、学習意欲が減退し
ているのではないか、と考えた。また、医療従事者も
普段疾病ばかりに注目し、患児との社会的つながりに
無関心になりやすく、学習、復学に対しほとんど関わ
っていなかった。
　4）実施
　まず、私たちは最初に藺ちゃんが病院で行っていけ
そうな学習方法について、母親を介して担任教師とコ
ンタクトをとった。そして、□ちゃんと入院生活を振
り返ってみた。全く学習していない生活に、学習時間
を入れるに際し、無理なく行える範囲で取り組もうと
話し合った。そして日課表を作成し、きれいに色付け
をした。また、学校からの課題をもとに大まかな週聞
の勉強表を作成した。学習時は、気分を切り換えられ
るようゲームボーイや漫画本は片付けるよう、環：境整
備を促した。医療従事者は、看護記録と別に学習状況
を記録するノートを作り、学習時間が口ちゃんの負担
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にならず、生活の中に組み込まれているか把握してい
くことに努めた。　（表1．図1．参照）
　開始後1週間位は、自ら意欲的に取り組んでいた。
解からないところは積極的に質問してくる姿も見られ
た。しかし、しだいに促さないと学習しない日が増え
てきた。7月■塵から5クール目の治療が開始され、
嘔気、気分不快のたあ学習できない日が続いた。
　7月■r、中間評価のため話し合ったところ、「今
の計画に無理がある」「やはり勉強は、あまりしたく、
ない」との発言があった。そのたあ勉強表、日課表を
振り返り、その結果時間、課目を限定せず、好きな課
目を中心にすれば行えそうだとの考えに達した。また
医療従事者も「勉強をしてもらいたい」というような
強制的な態度になっていなかったかを反省し、本人の、
意志に任せ、見守っていくことを中心に関わるように
した。
　8月前半も副作用のため、学習しない日が続いたが
体調が良い時は好きな課目は意欲的に取り組んでいる昌
ようだった。
　また、様子観察のたあ訪画する回数が増え、話し合
いを頻回に行うことで共通の話題も増えたため、以前
よりコミュニケーションが円滑になっていった。おと
なしく、無表情なことが多かった塵ちゃんだが、しだ
いに笑顔も多くなり明るさを増していった。
　8月［＝＝に退院が決定したため、アンケートを作成
し共に学習への取り組みを振り返った。
表1（情報ノートより抜粋）
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表2　勉強表
町 火 水 木 金 土
国語 社会 理科 数学 国語 読書
英語 数学 英語 社会 数学 自由
　　　勉強内容
国語…一…漢字ドリル、夏休みの宿題（プリント）
社会……・地図帳を元に各地の特産物・特色を挙げ
　　　　　暗記する。
理科・……進研ゼミのドリル
英語…一進研ゼミのドリル・英語の歌の和略
数学……・計算ドリル・学校のプリント
　　　　圓ちゃんへのアンケート
Q　入院中、勉強をしてみてどうでしたか？
A　最初は良かったけど、後の方はめんどくさかった。
Q　入院前、勉強についての不安はありましたか？
A　ある一一一一一一。少しね
Q　入院中、勉強についての不安はありましたか？
A　ある。
学習状況 体　　　調
・意欲的に取り組む。 ・熱発・出血傾向
・問題集を中心に行う。 感冒症状なし。
7眉 ・解からない所はすぐ聞い 活気ふつう。
～ てくる。
7眉 ・以前に比べ表情が明るく
なる。
学習後もよく医療従事者
に話しかけてくる。
・時間になってもなかなカ、 ・晶晶変わらず。
7個 学習に取り組まない。 活気ふつう。
～ ・意欲がわかない様子。
7バコ ・促がさない限りやる気が
ない様子だ。
・中間評価 （7月28日治療開始、IV
7／rコ ・勉強しない日が多い H挿入）
～ ・漢字のドリル・歌の英訳 ・嘔気、気分不快続く
8魎 はすすんで行っている。 ・だるそうにベットに横に
・ボランティアと一緒に国 なっていることが多い。
語のドリルをしている。 ・食欲なし。
Q　どんなことが？
A　学校に行った時に、すごく勉強が遅れそうで一一一一一一。
Q　入院している間も“勉強すること”は必要だと思
　　いますか？
A思う一一一一と思う。
Q　看護婦さん・保母さんに“勉強しようか。勉強し
　　た？”と聞かれた時、どんな気持ちだった？
A　　“げっ”　（“勉強しようか”の時）
　　してないと“やばい”　（“勉強した？”の時）
Q　その他、なにかあったら書いてね。
　　（入院中の勉強について振り返って）
A　後の方は、ほとんどさぼっちゃったから、めんど
　　くさくてもやっておけば良かったかナァーと思った。
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4．考察
　小児看護の中で、学童期の成長、発達への援助とし
て学習への援助は重要なものである。吉武は1）「疾病
が長期化し学習しなければならなくなると、まったく
学習に興味を示さなくなっていることが多い．」と述べ
ている。そこで、入院中の患児に対しても学習の援助
を看護の中に位置づけていかなければならないと考え
た。長期入院生活を送っている患児にとって、学習を
勧あていくことはとても困難なことである。その原因
として、入院前との環境の違いや、その時の身体的苦
痛などが挙げられる。今回、回ちゃんを事例として実
施していった結果、入院生活の中に学習時間を取り入
れることはできた。しかし、患児が意欲的な継続学習
をするまでには至らなかった。吉武らは2）、「学習意欲
や学習習慣を失わせないたあには、チャンスを逃さず
に、学習を開始し、学習を継続することが大切であ
る。」と述べている。’そこで学習意欲を高めるため、私
たちがどのように関わっていけば良いかを考えた。
　まず、長期入院のため、単調になってしまった生活
に、学習を取り入れることで生活に変化を与え、日常
生活行動を自律させることが大切である。そして、学
習の取り組みへ援助を行うにあたって、学習目標、方
法を明確にしていく必要がある。そのため、■ちゃん
に自分で日課表を作成してもらい、実施していった。
日課表を作成することにより、規則正しい生活が送れ、
学習への導入もしゃすくなる。そして、少しずつだが、
学習が入院生活の中に取り入れられるようになり、生
活の中にも、変化が出てきた。最後にとった、患児の
アンケート結果からも、学習に対する不安や負担が伺
えた。よって、患児との話し合いを頻回に持ち、その
都度、患児の学習状況や学習に対する姿勢を評価した
上で、計画の変更を行い、患児が関心や興味を示して
いることから学習していくことが大切であると考えた。
　今回、患児の治療による病状の変化に合わせ、学習
計画を変更していった。この様に、患児のペースに合
わせて学習を進あていくことが、学習意欲や学習習慣
を身につけていく上で大切だと考える。
5　結論
　長期入院中の学童に対して、学習の取り組みへの援
助をするにあたって大切なことは、
1）患児との話し合いを頻回に持つ。
2）患児の学習状況や学習に対する姿勢を評価し、計
　　画の変更を行う。
3）患児が関心や興味を示していることから学習を進
　　ある。
4）患児の病状の変化と、患児のペースに合わせて学
　　習を進ある。
　以上の4点があげられる。
6　おわりに
　当病院は、院内学級はもちろんのこと、学習指導の
先生もいないという厳しい学習環境にある。好ましい
学習環境はさまざまあるが、院内学級などの併設が入
院児とその家族への大きな援助になることは明らかで
あろう。
　今回、学習への援助をする中で、授業の遅れに対す
る不安の大きさ、学習意欲低下の原因、周囲の人々の
協力の必要性を知った。そして今までの医療従事者の
学習に対する関わりの少なさを反省すると共に、改め
て入院児の学習の重要性についての認識を深めた。又、
入院生活を余儀なくされた児とその家族は、学習の遅
れに対する不安がとても大きい。今後私たち医療従事
者は、学校、教師への働きかけがどうあるべきか検討
する必要がある。
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